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序章
都市計画マスタープランの改定にあたって




序章　都市計画マスタープランの改定にあたって

１．計画の位置づけと役割
（１）改定の趣旨
都市計画マスタープランは、平成４年（1992年）の都市計画法改正によって創設された市町村の都市計画に関する基本的な方針です。長期的な視点に立った都市の将来像やその実現に向けた方針を明らかにするもので、社会経済動向を踏まえながら、都市づくりをすすめていくための指針となるものです。
斑鳩町では、平成23年（2011年）に斑鳩町都市計画マスタープラン（目標年次：平成32年（令和２年、2020年））を改定し、まちづくりをすすめてきましたが、今後の都市づくりには、引き続き、人口減少や少子高齢化の進行、地域主権の流れ、財政的な制約などを見据え、多様な主体による都市づくりの推進が不可欠となってきます。
また、近年多発する地震や風水害による大規模な自然災害の経験をふまえた都市防災への取組みや、地域の活力を維持するとともに、医療・福祉・商業などの生活機能を確保し、高齢者が安心して暮らせるよう、地域公共交通と連携したコンパクトなまちづくり（コンパクト＋ネットワーク）が求められています。
こうした社会情勢の変化を的確に捉え、将来の見通しを勘案したうえで、持続的な発展が可能なまちをめざし、これからのまちづくりの総合的な指針となる都市計画マスタープランを改定することとします。



（２）計画の位置づけ
斑鳩町都市計画マスタープラン（以下「本計画」といいます。）は、都市計画法第18条の2に規定する「市町村の都市計画に関する基本的な方針」にあたるもので、上位計画となる斑鳩町総合計画および奈良県都市計画区域マスタープラン（都市計画区域の整備、開発及び保全の方針）に即して定めます。

◆斑鳩町都市計画マスタープランの位置づけ
市町村の基本構想
斑鳩町総合計画基本構想

都市計画区域の整備、開発及び保全の方針
奈良県都市計画区域マスタープラン
（都市計画法第６条の２）





市町村の都市計画に関する基本的な方針
斑鳩町都市計画マスタープラン
（都市計画法第１８条の２）





個別マスタープラン
斑鳩町歴史的風致維持向上計画
斑鳩町景観計画
など






・個別・具体の都市計画の決定
・都市計画事業の決定





２．計画期間
本計画の計画期間は、おおむね20年後の都市の姿を展望したうえで、令和３年度（2021年度）から令和12年度（2030年度）までの10年間とします。
なお、社会情勢等の変化により、必要に応じて見直しを行うこととします。



３．計画の構成
本計画は、序章から第5章までの6章にて構成しています。
第1章では、都市計画に関する基礎資料や住民アンケート調査の結果に基づき「斑鳩町の現状と都市づくりの課題」を整理し、続く第2章において、めざすべき都市の将来像など「都市づくりの目標」を定めています。
この「都市づくりの目標」に基づき、第3章では、土地利用や道路・交通体系整備など各分野別に区分し、都市づくりの方針を「全体構想」として示しています。
また、第4章では、地域別の都市づくりの方針を「地域別構想」として明らかにするとともに、最後の第5章では、「計画の実現にむけて」として、計画を推進していくうえで、重点的に実施すべき施策や本計画を効果的に運用するための方策などについて定めています。

◆斑鳩町都市計画マスタープランの構成序　章	都市計画マスタープランの改定にあたって


第１章	斑鳩町の現状と都市づくりの課題


第２章	都市づくりの目標


第３章	都市づくりの方針(全体構想)


第４章	地域別の都市づくりの方針（地域別構想）


第５章	計画の実現にむけて
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第１章
斑鳩町の現状と都市づくりの課題




第１章　斑鳩町の現状と都市づくりの課題

１．斑鳩町の現状
（１）斑鳩町の位置となりたち
本町の行政区域は南北6.4km、東西4.4km、面積14.27k㎡のコンパクトな町で、奈良県の北西部を占める奈良盆地の北西部、矢田丘陵の南にわたる地域に位置しています。
町の四周は、北部に生駒市、北東部に大和郡山市、南東部に安堵町、南部に河合町、南西部に王寺町、西部には三郷町、平群町と隣接し、大阪市へは約25km、奈良市へは約15kmの距離にあります。
大阪市、奈良市とは本町唯一の鉄道駅となるJR法隆寺駅からJR関西本線によって結ばれています。また、本町の南側には、大和川をへだてて西名阪自動車道の法隆寺インターチェンジが位置しており、広域と結ばれています。
本町は、1947（昭和22）年に龍田町、法隆寺村、富郷村の3町村が合併してできた町であり、法隆寺を中心に栄えた西里や東里をはじめとする門前町、龍田など旧街道に沿って発展した街道町、そして、平地部を中心に点在する農家集落で構成されていました。
昭和30年代の後半から急激な都市化の波が押し寄せ、農地の宅地化がすすみ、現在では市街地の大半において戸建住宅が建ち並んでいます。また、近年では、戸建住宅に比較すると数は少ないものの、一部、マンションの立地もみられます。

[image: ]






（２）人口と世帯の推移
① 総人口の推移
斑鳩町の人口は、ベビーブーム等に伴って1947（昭和22）年に人口が大きく増加し、また、高度経済成長を背景に、1980（昭和55）年にかけて大きく増加しました。
2000（平成12）年に28,566人でピークを迎えた後は緩やかな減少に転じ、2015（平成27）年には27,303人となっています。

[bookmark: _Hlk515281427]人口と人口変化率の推移
[image: ] 









資料：国勢調査



② 人口構成比の推移
年齢3区分別の人口構造の推移をみると、65歳以上の高齢化率が1980（昭和55）年から2015（平成27）年には35年間で20.5ポイント増加している一方で、0～14歳の年少人口比率は12.1ポイント減少しており、少子高齢化が進行しています。
従属人口指数は、1995（平成7）年に減少のピークを迎えた後増加に転じ、2015（平成27）年には74.7と過去10年において特に大きく増加しています。

年齢３区分別人口構造と従属人口指数の推移
[image: ]










従属人口指数とは、生産年齢人口（15～64歳）に対する年少人口（0～14歳）、老年人口（65歳以上）の合計の比率で、働き手である生産年齢人口100人が年少人口と老年人口を何人支えているかを示すものです。


人口ピラミッドの形状をみると、斑鳩町では、全国と同様に、少子・高齢化がすすんだ社会に見られる「つぼ型」と呼ばれる形状になっています。
2015（平成27）年の５歳階級別人口構造をみると、1995（平成7）年と比べ、団塊の世代である65歳から74歳の人口が突出して多くなっており、少子高齢化の進行が加速するものと予測されます。

５歳階級別人口構造
[image: ]
（人）
（人）


















資料：国勢調査



③ 世帯の推移
斑鳩町の総世帯数は増加傾向にあります。また、同様に高齢者（65歳以上）のいる世帯も増加しており、2015（平成27）年には5,086世帯、全体の49.3％が高齢者のいる世帯となっています。
一方で、18歳未満の児童のいる世帯数は、2000（平成12）年以降は減少傾向にあります。2015（平成27）年には2,644世帯、全体の25.6％が18歳未満の児童のいる世帯となっています。

総世帯数と18歳未満の児童または高齢者のいる世帯の推移
[image: ]（％）
（人）












資料：国勢調査
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資料：国勢調査



④ 自然動態の推移
2014（平成26）～2018（平成30）年の５年間の出生・死亡者数をみると、出生数・死亡者数ともに増減を繰り返しながら推移していますが、自然増減数については一貫して自然減となっており、2018（平成30）年には19人の自然減となっています。
[image: ]②　社会動態
[image: ]2014（平成26）～2018（平成30）年の５年間の転入・転出者数をみると、転出者数は増減を繰り返しながら推移している一方で、転入者数では近年増加傾向がみられます。社会増減数については2015（平成27）年以降増加傾向で推移しており、2018（平成30）年には160人の社会増となっています。













（３）産業の状況
① 農業の状況
2015（平成27）年時点の農家数は541戸、農家世帯員数は806人となっています。農家数および農家世帯員数は概ね減少傾向となっており、それに伴い、経営耕地面積も減少傾向にある一方、耕作放棄地は増加傾向にあります。
[image: ]
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資料：農林業センサス



② 商業の状況
2014（平成26）年時点の小売業に関する商店数は142店、従業員数は833人、年間販売額は16,703百万円となっています。
2009（平成21）年以降調査対象、調査方法、分類方法等に変更があったため、2007（平成19）年までのデータとは単純に比較できないものの、商店数、従業員数、年間販売額、売り場面積ともに2007（平成19）年から2012（平成24）年にかけて減少してきましたが、商店数を除き2014（平成26）年には微増しています。
[image: ]
[image: ]
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資料：商業統計調査、経済センサス

注：2009（平成21）年の「経済センサス－基礎調査」では年間販売額、売場面積については調査項目なし。



③ 製造業の状況
2017（平成29）年時点の事業所数は36事業所、従業者数は958人、製造品出荷額等は18,106百万円となっています。
従業員数は増減を繰り返しながら近年は減少傾向にあり、製造品出荷額等も増減を繰り返しています。
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資料：工業統計調査



④ 観光の状況
推計観光客数をみると、減少傾向にありましたが、2016（平成28）年に推計観光客数の計算方法を国の計算方法に合わせたことから大きく変化しています。その後減少傾向で推移し、2018（平成３０）年には 約９８万４千人となっています。
月別の推計観光客数としてみると、5月が最も多く、次いで１０月となっており、春と 秋のシーズン型観光地となっています。

推計観光客数（人）

[image: ]









（2013）　　　（2014）　　 （2015）　　 （2016）     （2017）     （2018）


月別推計観光客数（人）
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資料：斑鳩町　まちづくり政策課



（４）土地利用の状況及び規制
本町の土地利用の状況は、山林が3割、田、畑、水面等が3割、住宅用地、道路用地等、都市的な利用が4割程度と、バランスの取れた土地利用がなされています。
本町は、行政区域全域が大和都市計画区域に含まれ、市街化区域と市街化調整区域との線引きがなされており、町域に対する割合は、市街化区域が約3割、市街化調整区域が約7割となっています。
市街化区域において指定されている用途地域は、そのほとんどが住居系となっています。住居系の用途地域以外には、近隣商業地域と準工業地域の指定がなされています。
本町北部の山林部は、矢田斑鳩近郊緑地保全区域、平群谷環境保全地区および県立矢田自然公園に指定されています。また、山林部の南部から法隆寺周辺を含む山すそまでと竜田川から三室山にかけての一帯は、風致地区に指定されており、さらに重ねて、法隆寺の境内地とその裏山は歴史的風土特別保存地区に、その周辺部は歴史的風土保存区域に指定され、自然環境や歴史的風土の保全がはかられています。

土地利用割合
[image: ] 


都市的土地利用
都市的土地利用
自然的土地利用
都市的土地利用
自然的土地利用
自然的土地利用
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資料：2014（平成26）年都市計画基礎調査



斑鳩町都市計画図

[image: ]








都市計画及び各種法適用状況

	区分
	面 積（ha）
	構成比（%）
	備考

	都市計画区域
	1,427.0
	100.0
	都市計画法

	市街化区域
	418.2
	29.3
	都市計画法

	市街化調整区域
	1,008.8
	70.7
	都市計画法

	用途地域
	418.2
	29.3
	都市計画法

	第１種低層住居専用地域
	94.2
	6.6
	

	第１種中高層住居専用地域
	129.3
	9.1
	

	第１種住居地域
	153.1
	10.7
	

	第２種住居地域
	3.6
	0.3
	

	近隣商業地域
	24.1
	1.7
	

	準工業地域
	13.9
	1.0
	

	法隆寺周辺地区特別用途地区
	24.9
	1.7
	都市計画法

	高度地区
	324.0
	22.7
	都市計画法

	準防火地域
	24.1
	1.7
	都市計画法

	風致地区
	628.4
	44.0
	斑鳩町風致地区条例

	[bookmark: OLE_LINK10][bookmark: OLE_LINK11]第１種風致地区
	80.9
	5.7
	

	第２種風致地区
	376.3
	26.4
	

	第３種風致地区
	171.2
	12.0
	

	歴史的風土特別保存地区
	80.9
	5.7
	古都における歴史的風土の保存に関する特別措置法

	歴史的風土保存区域
	536.0
	37.6
	古都における歴史的風土の保存に関する特別措置法

	県立矢田自然公園
	61.0
	4.3
	自然公園法

	平群谷環境保全地区
	34.0
	2.4
	自然環境保全法

	矢田斑鳩近郊緑地保全区域
	124.5
	8.7
	近畿圏の保全区域の整備に関する法律


（令和2年3月31日現在）



（５）都市基盤・生活基盤の整備状況
① 都市施設の整備状況
本町において、都市計画決定されている都市施設（道路を除く）は以下の表のとおりです。

都市施設一覧

	種類
	名 称
	都市計画
決定年月日
	都市計画決定事項

	公園
	ふるさと上宮歴史公園（上宮遺跡公園）
	H3.11.12
	面積=約0.6ha

	緑地
	大和川第一緑地
	S47.12.26(当初)
S48.8.28(変更後)
	面積=約4.1ha(当初)
面積=約29.4ha(変更後)

	緑地
	竜田川緑地
	S57.12.21(当初)
H8.10.25(変更後)
	面積=約13.9ha(当初)
面積=約14.0ha(変更後)

	広場
	法隆寺門前広場
	S45.12.23
	面積=約0.5ha

	汚物処理場
	斑鳩町汚物処理場
	S51.8.6
	面積=約0.39ha
処理能力=36kl/日

	ごみ焼却場
	斑鳩町衛生処理場※
	S55.12.2
	面積＝約0.5ha
処理能力＝40ｔ/日

	ごみ処理施設
	斑鳩町ごみ破砕処理場※
	S58.11.7
	面積=約0.2ha
処理能力=10t/日

	火葬場
	斑鳩町火葬場
	H6.8.3
	面積=約0.6ha
火葬炉3基

	自転車駐車場
	斑鳩町法隆寺駅前自転車駐車場
	S55.12.2
	面積=約0.06ha
収用台数=250台


※令和2年3月31日現在、休止
（令和2年3月31日現在）



② 都市計画道路の整備状況
本町において、都市計画決定されている道路は5路線となっています。
このうち、「法隆寺門前線」および「法隆寺藤ノ木線」は整備が完了しています。
「郡山斑鳩王寺線」は国の直轄事業（いかるがパークウェイ）として整備がすすめられており、小吉田モデル区間（約400ｍ）とモデル区間に隣接する稲葉車瀬区間（約700m）の整備が完了しています。また、三室紅葉ヶ丘区間についても整備がすすみ、本線部分の一部（約400ｍ）が供用開始しています。
「法隆寺線」は、事業区間（680m）の整備が完了しています。
「安堵王寺線」は未着手となっています。

都市計画道路整備率

	名 称
	計画決定
年月日
	計画幅員
	計画延長
（A）
	供用延長(B)
	整備率(B/A)

	郡山斑鳩王寺線
（いかるがパークウェイ）
	（当初）S42.8.25
（変更）H28.12.9
	18m～22m
	（当初）5,250m
（変更後）5,150m
	1,500m
（うち一部供用
400m）
	29.13%

	法隆寺線
	S42.8.25
	16m
	3,300m
	680m
	20.61%

	安堵王寺線
	S42.8.25
	16m～18m
	2,950m
	0m
	0%

	法隆寺門前線
	S42.8.25
	52m
	360m
	360m
	100%

	法隆寺藤ノ木線
	H11.11.8
	3.0m～6.2m
	527m
	527m
	100%


（令和2年3月31日現在）



③ 公園の整備状況
都市公園が48箇所、面積は約19haで一人当たりの公園面積は6.9㎡となっています。(平成27年国勢調査人口)この他、住宅開発などにともない整備された「子どもの広場」が9箇所、0.2haあります。
都市計画決定がなされている公園は、「ふるさと上宮歴史公園（上宮遺跡公園）」の1箇所、緑地は「大和川第一緑地」、「竜田川緑地」の2箇所、広場は、「法隆寺門前広場」の1箇所となっています。

都市公園・子どもの広場の状況

	区分
	箇所数
	合計面積
	住民１人当りの
面積（㎡/人）

	都市公園
	48
	18.9ha
	6.92

	子どもの広場
	9
	0.2ha
	0.08

	合計
	57
	19.1ha
	7.00


[bookmark: OLE_LINK14]（令和2年3月31日現在）

都市計画公園・緑地等

	区分
	供 用

	
	箇所数
	面 積

	公園
	1
	0.6ha

	緑地
	2
	16.1ha

	広場
	1
	0.4ha


（令和2年3月31日現在）




④ 公共下水道の整備状況
公共下水道の都市計画決定区域約485haの内、事業認可区域は約386haです。そのうち供用区域は2019（令和元）年度時点で約247haで、普及率は63.4%、接続率は70.0%となっています。

公共下水道の概要

	年別
	供用人口（人）
	普及率
（％）
	接続人口（人）
	接続率
（％）

	平成25年度（2013）
	13,126
	46.3
	8,553
	65.2

	平成26年度（2014）
	13,641
	48.3
	9,058
	66.4

	平成27年度（2015）
	14,597
	51.8
	9,788
	67.1

	平成28年度（2016）
	14,750
	52.3
	10,813
	73.3

	平成29年度（2017）
	15,659
	55.3
	10,898
	69.6

	平成30年度（2018）
	16,667
	58.9
	11,457
	68.7

	令和元年度（2019）
	17,846
	63.4
	12,484
	70.0





２．住民意向調査からみられる現状
（１）調査の概要
① 調査の目的
町の将来を展望したまちづくりの基本となる「第５次斑鳩町総合計画」「斑鳩町都市計画マスタープラン」の策定作業の基礎資料として、調査を実施したものです。
② 調査対象
町内にお住まいの18歳以上の方2,000名を無作為抽出
③ 調査期間
2018（平成30）年12月４日から2018（平成30）年12月31日
④ 調査方法
郵送による配布・回収
⑤ 回収状況
	配布数
	有効回答数
	有効回答率

	2,000通
	813通
	40.7％


⑥ その他
「平成27年度調査」と記載しているものについては、「第４次斑鳩町総合計画・後期基本計画」策定の基礎資料として実施したアンケート調査を表しています。

（２）調査結果の総括
１）斑鳩町の暮らしやすさの評価は高く、定住意向も強い
町への住みやすさの評価は、「住みよい」と「どちらかというと住みよい」をあわせた“住みよい”の割合が84.0％と、平成27年度調査よりやや改善し、大半の住民が“住みよい”と評価しています。
また、「これからも斑鳩町に住み続けたい」の割合が78.6％と、平成27年度調査より増加しており、定住意向が高まっていることがうかがえます。
住民の多くは、斑鳩町は住みやすく今後もこの町に住み続けたいという考えを持っており、平成27年度調査よりさらに高まっています。
一方で、今後の定住意向について約1割の方は「引越す予定がある」「引越したい」と回答しており、引越す・引越したい理由は買物など日常生活が不便であるという回答が多く、より定住性を高めるためには、生活の利便性を向上させていくことが課題となります。




２）日頃の意識や日常生活については、災害に関する取組みなどにおいて見直しも必要
生活全般をとおしてみると、「防災訓練などへの参加」、「近所の公園の利用」、「他の世代や外国人との交流やふれあい」といったものは、住民の利用・取組みが低く、生活の中で十分に機能していない面が見られます。
特に、「家具の固定や非常食の備蓄などの災害への備え」は平成27年度調査より改善しており、住民の災害に関する意識が高まっていることがうかがえる反面、「防災訓練などへの参加」が減少していることから、参加しやすいあり方を検討するなど、防災意識の高まりが具体的な行動につながるよう支援していくことが必要です。
また、「近所の公園の利用」、「他の世代や外国人との交流やふれあい」といった項目については、本町において既存の施設やすでに実施している事業があるものの、アンケート結果としては利用・取組みが低いことから、住民目線からの利用のしやすさや、公的支援のあり方などの見直しの検討が必要になります。

３）斑鳩町の取組みについては、「道路・交通網」施策が最も優先度の高い施策
現在町が取り組んでいる各種施策についての、住民の現在の満足度の評価結果について、満足度が高いのは、「健康づくり」「ごみ・し尿」「子育て支援」「生涯学習・生涯スポーツ」「人権・平和・男女共同参画」等にかかわる項目となっています。
一方、満足度が低いのは、「道路・交通網」「住宅・生活環境」「商工業・観光」「防犯・消費生活」「防災」等にかかわる項目となっています。
今後の重要度についての評価結果については、重要度が高い項目は、「地域医療体制」「災害に強いまちづくり」「消防・救急体制」等の安心・安全にかかわる項目と「ごみの減量化、リサイクル活動」「海や山などの自然環境の保護」等の環境にかかわる項目です。
一方、重要度が低い項目は、「国際化、外国人との交流・共生」「コミュニティ活動の支援」「ボランティア育成や住民活動支援」等の地域活動にかかわる項目、「文化活動、文化の継承」など文化にかかわる項目となっています。
特に問題となる「重要度は高いが満足度が低い」施策については、「道路・交通網」「住宅・生活環境」「防災」「商工業・観光」「防犯・消費生活」が上位となっており、「道路・交通網」施策が最も優先度の高い施策となります。
「道路・交通網」施策では、生活道路の整備や歩道・交通安全施設の整備が求められています。

４）町の将来像については、犯罪や災害などに対する安全・安心の強化とともに、保健・福祉の充実が求められている
住民が望む町の将来像は、「災害に強く犯罪が少ない、安全で安心して暮らせるまち」が最も高く、次いで「高齢者や障害のある人、子どもなどを大切にする保健・福祉が充実したまち」「道路や公共交通、都市施設の整備が進んだ、機能的で利便性の高いまち」となっています。防災面では、特に河川改修などの浸水対策が求められています。
平成27年度調査より「災害に強く犯罪が少ない、安全で安心して暮らせるまち」「高齢者や障害のある人、子どもなどを大切にする保健・福祉が充実したまち」を望む声が高くなっており、防犯・防災面と福祉の面で安全・安心に暮らせるまちが一層求められています。

５）人口減少の克服に向けた取組みとして、子育て世代への支援、特に子どもを預ける場の充実が求められている
人口減少の克服に向けて力を入れるべきことについては「子育て支援やワーク・ライフ・バランスの充実により、結婚・出産・子育ての希望をかなえる取組み」の項目が最も高く、子育て世代への支援が重要であると考えていることがうかがえます。
また、出産・育児に関するサービスで力を入れるべきことでは、「幼稚園・保育所・認定こども園などの施設の拡充」「緊急・一時的な子どもの預かりサービスの充実」「子どもを預かる施設の教育・保育の質の向上」などの割合が高く、全国的に共働き世帯が増えている中、子どもを預ける場の質・量両面からの充実が求められています。
地域経済の活性化のため力を入れるべきことでは、「歴史文化遺産、自然など本町の特色を活かした観光産業の振興」が他の項目に比べ突出して高く、町の特色である歴史文化遺産を活かした観光産業を更に振興していくことが求められています。また、そのためには、来訪者をもてなす受け入れ体制づくりなど、観光産業を支える住民の参画も併せて必要になってきます。

６）まちづくりにおいて歩行環境の充実や公園、商業系施設の整備など生活の安全や利便性の向上につながる取り組みが求められている
都市計画等の今後の取組みについて、いずれの項目でも「現在のままでよい」とする回答は少なく、まちづくりにおいて何らかの改善が求められています。特に、道路・交通における「生活道路の整備」「歩道や交通安全施設（照明、ミラーなど）の整備」、公園・緑地等における「公園や子どもの遊び場の整備」、幹線道路沿道の土地利用における「商業系施設などの誘致」において割合が高くなっており、生活の安全や利便性の向上につながる取組みが求められています。
法隆寺周辺やＪＲ法隆寺駅周辺地区のまちづくりについては、「幹線道路からＪＲ法隆寺駅までのアクセスの強化」や「ＪＲ法隆寺駅から法隆寺までの歩行者ルートの設定、案内看板の設置」などの割合が高く、交通アクセスの強化や歩行環境の充実が求められています。



（３）調査結果
１）回答者属性
① 性別
[image: ]「男性」の割合が42.9％、「女性」の割合が55.8％とやや女性が多くなっています。

[image: ]





② 年齢
「70歳以上」の割合が36.8％と最も高く、次いで「60代」の割合が17.5％となっています。
[image: ]
[image: ]






③ 職業
「無職」の割合が34.9％と最も高く、次いで「会社員」の割合が20.9％、「家事従事者」の割合が14.3％となっています。
[image: ] 
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④ 通勤・通学地
「通勤・通学している（斑鳩町+奈良県内+奈良県外）」は49.7％で約半数を占め、「通勤・通学していない」の割合が38.5％となっています。
[image: ]
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⑤ 居住年数
[image: ]「３０年以上」の割合が55.2％と最も高くなっています。



[image: ]





⑥ 居住地区
「Ｃ地区」の割合が46.6％と最も高く、次いで「Ａ地区」の割合が39.9％、「Ｂ地区」の割合が12.3％となっています。
[image: ]
[image: ]





Ａ地区：（龍田北、龍田、龍田西、龍田南３～６丁目、小吉田１丁目、稲葉車瀬、稲葉西、神南）
Ｂ地区：（法隆寺西、法隆寺、法隆寺山内、法隆寺北、法隆寺東、幸前1丁目、大字三井、大字岡本、大字法隆寺）
Ｃ地区：（龍田南１～２丁目、小吉田２丁目、五百井、服部、法隆寺南、東福寺、興留、興留東、阿波、高安西、高安、大字高安、幸前２丁目、目安、目安北、大字目安）

⑦ 世帯構成
「親と子（２世代）世帯」の割合が42.9％と最も高く、次いで「夫婦世帯」の割合が38.7％となっています。
[image: ]
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⑧ 家族の状況
[image: ]「６５歳以上の方」の割合が49.2％と最も高くなっています。また、「介護を要する方」の割合が6.3％となっています。












⑨ 住居の状況
「持ち家（一戸建）」の割合が84.3％と最も高くなっています。
[image: ]
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２）斑鳩町の暮らしやすさ
① 斑鳩町の住みごこち
「どちらかというと住みよい」の割合が46.0％と最も高く、次いで「住みよい」の割合が38.0％となっています。
[image: ]「住みよい」「どちらかというと住みよい」を合わせると、84％となり、平成27年度調査より、やや改善しています。
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② 今後の居住意向
「これからも斑鳩町に住み続けたい」の割合が78.6％と最も高く、平成27年度調査と比較すると、「これからも斑鳩町に住み続けたい」の割合が増加しています。
[image: ]
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③ 今後も暮らしたい理由
「自然環境が良い」の割合が65.9％と最も高く、次いで「住みなれていて愛着がある」の割合が64.8％、「歴史・文化が豊かで個性がある」の割合が55.9％となっています。

【複数回答】
平成30年度調査では、あてはまるものすべてに〇
平成27年度調査では、３つまで〇
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[bookmark: OLE_LINK13]


④ 引越す・引越したい理由
「買物など日常生活が不便」の割合が44.3％と最も高く、次いで「まちの魅力に乏しく、個性がない」の割合が30.4％、「医療施設が充実していない」、「通勤・通学など交通の便が良くない」の割合が29.1％となっています。
【複数回答】
平成30年度調査では、あてはまるものすべてに〇
平成27年度調査では、３つまで〇
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３）斑鳩町のまちづくり
① 優先度の高い施策
現在、町が取り組んでいる各種施策についての、住民の現在の満足度と今後の重要度についての評価結果をみると、特に問題となる「重要度は高いが満足度が低い」施策については、「道路・交通網」「住宅・生活環境」「防災」「商工業・観光」「防犯・消費生活」が上位となっており、「道路・交通網」施策が最も優先度の高い施策となります。
「道路・交通網」施策では、生活道路の整備や歩道・交通安全施設の整備が求められています。

斑鳩町の施策に関する満足度及び重要度のポートフォリオ
Ｃ
Ｄ
Ｂ

Ａ
重要度が
高い
重要度
重要度が
低い
満足度
満足度が
低い
満足度が
高い









住宅・生活環境


障害者福祉
















② 道路・交通網施策の満足度及び重要度
満足度においては、いずれも「やや不満」と「不満」をあわせた“不満”の割合が高くなっています。
重要度においては、⑤コミュニティバスの運行で「高い」と「やや高い」をあわせた“高い”の割合がその他の項目と比べ低くなっています。

道路・交通網施策の満足度及び重要度

[image: ]＜満足度＞
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[image: ] ＜重要度＞
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③ 住宅・生活環境施策の満足度及び重要度
満足度においては、②子どもの遊び場や高齢者の憩いの場としての公園の充実、③ＪＲ法隆寺駅周辺、法隆寺周辺地区などの拠点機能の強化で「やや不満」と「不満」をあわせた“不満”の割合が高くなっています。
重要度においては、すべての項目で「高い」と「やや高い」をあわせた“高い”の割合が50％を超えています。

住宅・生活環境施策の満足度及び重要度

＜満足度＞
[image: ] 
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[image: ]＜重要度＞
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④ 都市計画等の今後の取組み
都市計画等の今後の取組みについて、いずれの項目でも「現在のままでよい」とする回答は少なく、まちづくりにおいて何らかの改善が求められています。特に、道路・交通における「生活道路の整備」「歩道や交通安全施設（照明、ミラーなど）の整備」、公園・緑地等における「公園や子どもの遊び場の整備」、幹線道路沿道の土地利用における「商業系施設などの誘致」において割合が高くなっており、身近な生活における歩行環境の充実や公園、商業系施設の整備など、生活の安全や利便性の向上につながる取り組みが求められています。

斑鳩町のまちづくりの各分野において重要だと思うこと

＜住宅地＞					　＜商業地＞【複数回答】
【複数回答】

[image: ][image: ]











＜工業地＞					　＜農地＞【複数回答】
【複数回答】

[image: ]
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＜道路・交通＞				　＜公園・緑地等＞
[image: ][image: ]【複数回答】
【複数回答】












＜幹線道路沿道の土地利用＞	
[image: ]【複数回答】











⑤ 法隆寺周辺やＪＲ法隆寺駅周辺地区のまちづくり
法隆寺周辺やＪＲ法隆寺駅周辺地区のまちづくりについては、「幹線道路からＪＲ法隆寺駅までのアクセスの強化」や「ＪＲ法隆寺駅から法隆寺までの歩行者ルートの設定、案内看板の設置」などの割合が高く、交通アクセスの強化や歩行環境の充実が求められています。

法隆寺周辺やＪＲ法隆寺駅周辺地区のまちづくりにおいて力を入れるべきこと
【複数回答】
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３．都市づくりの課題
（１）利便性、安全性、快適性の高い身近な生活環境の整備
○幹線道路沿道の土地利用においては、商業系施設などの誘致を求める声が多く、生活の利便性の向上につながる取り組みが求められています。
○大地震や集中豪雨などによる災害の危険性が高まるなか、防災対策は住民からも特に重要度の高い取り組みと認識されており、建築物の耐震性の向上や浸水対策、河川改修の促進など都市の防災性の向上が求められています。
○町が取り組んでいる各種施策のうち、子育て支援の重要度が高く、子育てがしやすく、子育て世代が働きやすいまちづくりが重要となります。
○公共下水道の未供用区域が残っており、快適なくらしの実現にむけ、引き続き下水道事業を推進していくことが必要です。

（２）高齢者、障害のある人等に配慮した移動環境の整備
○道路・交通網の整備において、歩道の確保や段差の解消が特に重要視されており、幹線道路や生活道路の整備を進めるなかで、バリアフリー等による歩行環境の整備が求められています。
○車依存の進行と高齢者が運転を継続せざるを得ない環境等が課題となるなか、今後高齢者が更に増加していくことからも、コミュニティバス等の移動手段の確保が求められます。

（３）観光の魅力の向上と地域資源の活用
○JR法隆寺駅周辺は、住民だけでなく、多くの観光客が訪れる町の玄関口としての機能の充実や幹線道路からの交通アクセスの強化、景観の形成が求められています。法隆寺の周辺は、町を代表する歴史的・文化的遺産が集積している地域であり、今後も、歴史的な景観を保全するとともに、JR法隆寺駅周辺地域と併せて、交通アクセスの強化や歩行環境の充実が求められています。
○法隆寺周辺は、町を代表する歴史的・文化的遺産が集積している地域であり、電柱類の景観改善や道路の美装化など、歴史的な景観保全が求められています。
○本町に点在する、歴史、自然、文化や生活面における様々な資源を結びつけ、活用していくためにこれらの資源を利用した拠点の整備や周遊観光ルートづくりなどのネットワーク化を充実することが求められています。




（４）都市機能の充実と景観の保全と活用
○山林、農地、市街地のバランスのとれた現状の土地利用を維持するため、引き続き山林、農地を保全していくことが求められています。また、市街地においては、計画的な市街地整備と都市機能の充実が求められています。
○耕作放棄地は引き続き増加傾向にあることから、農地空間の活用や農業施設の整備、担 い手の育成などを通じて農地を維持するとともに、田園景観の保全に取り組んでいくこ とが求められています。
○空き家、空き地など低未利用地が増加するなか、発生抑制など空き家対策等が求められ ています。また、公共施設も含め、既存ストックの有効活用が求められています。


都市づくりの課題

１．利便性、安全性、快適性の高い身近な生活環境の整備
○商業系施設などの誘導による利便性の向上
○生活道路の整備や歩道設置など安全対策の推進
○建築物の耐震性の向上や河川改修などの浸水対策による都市の防災性の向上
○子育てがしやすく、働きやすいまちづくり
○公共下水道の整備






２．高齢者、障害のある人等に配慮した移動環境の整備
○バリアフリーによる歩行環境の整備
○公共交通の確保と充実




３．観光の魅力の向上と地域資源の活用
○ＪＲ法隆寺駅周辺の機能の充実
○法隆寺周辺の歴史的な景観保全
○ＪＲ法隆寺駅周辺、法隆寺周辺の交通アクセスの強化、歩行環境の充実
○点在する様々な資源を利用した拠点整備とネットワーク化





４．都市機能の充実と景観の保全と活用
[bookmark: OLE_LINK2][bookmark: OLE_LINK3]○バランスのとれた土地利用の維持
○計画的な市街地整備と都市機能の充実
○田園景観の保全
○農地空間の活用や農業施設の整備など農地の維持
○空き家対策、既存ストックの活用
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第２章
都市づくりの目標




第２章　都市づくりの目標総合計画審議会で協議中


１．都市の将来像
第５次斑鳩町総合計画では、「安全・安心、快適にくらせるまち」「子どもから高齢者まで笑顔が輝くまち」「歴史文化資源を生かし、活力とにぎわいのあるまち」をまちづくりの基本的考え方とし、まちの将来像として、『 「和」で紡ぎ、未来へ歩む　私たちの斑鳩 』を掲げています。
これは、先人たちから受け継いできた聖徳太子の「和」の精神をもって、住民一人ひとりが、多様な価値観を尊重しながら、世代を超えて支え合い、未来へ歩んでいくまち「斑鳩」を本町の将来像とするものであり、そのためには、「人」、「歴史文化」、「自然」といった「私たちの斑鳩」だけが持つ魅力、財産を生かし、横断的かつ戦略的な施策展開をはかることで、「住み続けたいまち」、「住んでみたいまち」、「訪れたいまち」の実現をめざすものです。
これを受け、本計画で定める都市の将来像は、第５次斑鳩町総合計画で掲げるとおり、『 「和」で紡ぎ、未来へ歩む　私たちの斑鳩 』とします。


都市の将来像
『 「和」で紡ぎ、未来へ歩む　私たちの斑鳩 』







２．都市づくりの目標
都市の将来像の実現にむけ、本町が持つ豊かな歴史的・文化的資源や自然環境、良好な景観を生かし、次の３つを都市づくりの目標として掲げます。
これらの目標を実現するため、住民、事業者、行政が互いに協働してまちづくりをすすめることにより、子どもから高齢者まで安全・安心、快適に暮らせ、活力とにぎわいのあるまちをめざします。

（１）自然と共に生きる安全・安心で環境にやさしいまち
矢田丘陵や三室山の緑、竜田川、富雄川や大和川、ため池の水辺など、斑鳩町においては身近に豊かな自然と触れ合うことができます。こうした豊かな自然を住民、事業者、行政がともに守り育てる取組みをすすめるとともに、自助・共助・公助の連携、ハード・ソフト両 面における防災・減災対策に取組み、安全・安心なまちづくりをすすめます。また、ごみの減量化や再資源化、バイオマスタウン構想の推進に取り組むなど、環境にやさしく持続可能なまちづくりをすすめます。

（２）斑鳩らしい景観とコンパクトで質の高い都市機能を備えたまち
矢田丘陵の山並みを背景に、田園風景の中に社寺や古墳が点在し、歴史的町並みや古くからの集落が一体となって形成された「斑鳩の里」と称される独自の景観を保全します。また、快適な生活基盤の整備をすすめるとともに利便性や移動環境の充実に取り組むなど、子どもから高齢者までだれもが住みよい都市機能の充実をはかります。

（３）悠久の歴史と文化を守り、魅力に満ちた活力あるまち
長い年月の積み重ねにより育まれてきた豊かな歴史と文化がくらしの中に多様に存在する本町の独自性を生かし、斑鳩町に住むことを誇りに思えるような魅力あるまちを創り出します。また、従来の社寺を中心とした観光に加えて、斑鳩町を訪れる人々が、歴史的魅力にふれることができるよう、歩いて楽しいまちなか観光を充実させるとともに観光資源のネットワーク化をすすめ、人が集まり活気があふれるまちづくりをすすめます。



３．将来展望人口
斑鳩町の人口は減少傾向にあり、全国と同様に少子高齢化がすすんでいます。
国立社会保障・人口問題研究所（社人研）が2017（平成29）年4月に公表した推計では、2065年における本町の人口は約16,000人になることが予測されています。
第５次斑鳩町総合計画及び斑鳩町まち・ひと・しごと創生人口ビジョンでは、本町の持続的・安定的な町政運営の観点やにぎわいと魅力のあるまちづくりをすすめていく観点などから、今後は、少子化対策や転入・定住の促進等の取組みにより、人口減少の抑制をはかるものとして、2065年において20,700人程度の人口規模を目指す戦略人口（本計画の目標年次である2030年には24,800人程度）を設定しています。
こうしたことから、本計画の目標年次である令和12年度（2030年度）における本町の将来人口は、第５次斑鳩町総合計画と同じく、24,800人と想定します。

[image: ]
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４．都市構造
都市構造とは、現状の土地利用や交通体系を踏まえて、将来の望ましい都市機能の配置を空間的、概念的に示すものです。
本計画においては、都市づくりの目標の実現にむけ、次のように「多様で魅力ある拠点」と「拠点を結ぶネットワーク」を設定し、都市構造の充実をめざします。

（１）多様で魅力ある拠点
都市づくりをすすめるうえで、歴史・自然、生活・文化などの面から重要な機能を担う地区や施設を、多様で魅力ある拠点として定めます。
多様で魅力ある拠点のうち、世界遺産に登録されている法隆寺を中心に歴史的・文化的資源が集積している「法隆寺周辺地区」および斑鳩の里の玄関口として多くの人が行き交い、まちの顔とも言える「JR 法隆寺駅周辺地区」を、主要拠点として定めます。
また、このほかの多様で魅力ある拠点は、「歴史・自然拠点」、「生活・文化拠点」に区分し定めます

◆主要拠点
主要拠点については、既存施設を中心に、地区の特性を生かした都市機能の充実や環境整備をすすめます。

	名	称
	拠点に含まれる要素
	主な都市機能

	①法隆寺周辺
地区
	法隆寺とその裏山、中宮寺
西里、東里の町並み
法隆寺門前周辺の店舗
法隆寺ⅰセンター
法隆寺観光自動車駐車場
レンタサイクル、史跡藤ノ木古墳
斑鳩文化財センター
	歴史･文化拠点
観光拠点、交流拠点
生活拠点

	②JR法隆寺駅周辺
地区
	JR法隆寺駅、駅前広場、バス停
タクシー乗降場、レンタサイクル
法隆寺駅北口自転車等駐車場
駅前北口商店街、観光案内所
	交通拠点、観光拠点
交流拠点、生活拠点






◆歴史・自然拠点
	名	称
	機	能

	①法輪寺周辺
	歴	史

	②法起寺周辺
	歴	史

	③史跡中宮寺跡周辺
	歴	史

	④上宮遺跡公園
	歴	史

	⑤龍田の町並み
	歴	史

	⑥竜田川緑地
	自	然

	⑦大和川第一緑地
	自	然

	⑧斑鳩ため池周辺
	自	然

	⑨天満池
	自	然



◆生活･文化拠点
	名	称
	機	能

	①斑鳩町役場
	公共サービス

	②いかるがホール・図書館
	文化、生涯学習

	③中央公民館
	文化、生涯学習

	④西公民館
	文化、生涯学習

	⑤東公民館
	文化、生涯学習

	⑥すこやか・斑鳩スポーツセンター
	健康づくり、生涯スポーツ

	⑦天満スポーツグラウンド
	健康づくり、生涯スポーツ

	⑧奈良県斑鳩健民運動場
	健康づくり、生涯スポーツ

	⑨ふれあい交流センターいきいきの里
	福祉、健康づくり

	⑩生き生きプラザ斑鳩
	福祉、健康づくり、子育て

	⑪子ども家庭総合支援拠点
	子育て

	⑫法隆寺五丁地区地域交流館
	コミュニティ



（２）拠点を結ぶネットワーク
多様で魅力ある拠点間を結ぶ道路のネットワークとして、｢幹線道路｣、｢JR法隆寺駅と法隆寺を結ぶ道｣、「旧街道」、｢歴史・自然散策の道｣を定め、地域間の交流を促進します。


[image: ]
◆都市構造図
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第３章
都市づくりの方針（全体構想）




第３章　都市づくりの方針（全体構想）

１．土地利用の方針
斑鳩らしい景観の保全とゆとりある住環境の形成をはかるため、低層主体の低密度な土地利用を基調とします。
また、山林、農地、市街地の調和のとれた現状の土地利用を、原則として維持することを土地利用計画の基本とします。

（１）山林
・本町の北部に位置する矢田丘陵の山林は、斑鳩の里の背後に広がる緑として、景観上重要であるとともに、保水機能による災害の防止や、生態系の維持をはじめ、環境保全の観点からも、大きな役割を果たしています。
・現状、山林部については、良好な環境を維持するため、古都保存法に基づく歴史的風土特別保存地区・歴史的風土保存区域、近畿圏整備法に基づく近郊緑地保全区域、奈良県自然環境保全条例に基づく環境保全地区、斑鳩町風致地区条例に基づく風致地区の指定により、保全をはかっています。
・今後も原則として維持・保全をはかることとし、観光やレクリエーション、自然学習の場として利活用を行う場合は、自然環境との調和に努めます。

（２）農地
・大和川・富雄川の流域や市街地の周辺に広がる市街化調整区域の農地は、原則として維持・保全に努めることとし、特に農用地については集団優良農地として維持・保全をはかります。
・増加傾向にある遊休農地の解消にむけ、地域特性を生かした観光農業の展開、地域特産品づくりなど、観光や商業との連携をはかりながら、農地の利活用を推進します。
・市街化区域内の農地については計画的な土地利用をすすめることとしますが、農地として利用を継続する場合は、適正な管理をすすめ、良好な都市環境の形成をはかります。

（３）市街地
・住宅地―――既存の住宅地については、生活基盤の整備をすすめることで、定住性の高い快適でゆとりある住宅地づくりをはかるとともに、市街化区域内の低未利用地については、計画的で良好な住宅地の形成をはかります。



・商業・業務地―――幹線道路沿道や法隆寺周辺地区、JR法隆寺駅周辺地区を中心に商業・業務施設の集積をはかります。周辺の都市基盤の整備状況や生活環境・景観との調和をはかりながら、都市計画の見直しなど整備手法を検討します。

・工業地―――既存の工業地については、今後も緑化や景観づくりにむけた誘導をはかりながら維持することとします。また、今後の新しい工業立地は原則として、すでに工業系の用途地域に指定されているところとし、周辺の生活環境との調和をはかります。

◆土地利用方針図







２．市街地整備の方針
市街地整備の方針を、住宅地、商業・業務地および工業地のそれぞれについて定めます。

（１）住宅地の整備方針
・本町の住宅地は、伝統的住宅地、低層住宅地、一般市街地住宅地の3つに大きく類型化できます。
・既存の住宅地については、それぞれの特性を生かし、生活基盤の整備をすすめ、定住性が高く、斑鳩らしい景観と調和したゆとりある住環境の形成をはかるとともに、防災空間の確保に努めます。
・市街化区域内の低未利用地については、小規模な住宅開発であっても良好な住環境づくりに努めます。
・人口減少社会の到来や高齢化社会の進行にともなう空き家の増加などによる住宅地の活力低下を防ぐため、良好な住環境づくりに努めます。

① 伝統的住宅地
・伝統的住宅地として、法隆寺周辺の西里・東里、法輪寺の三井、法起寺の岡本といった寺院を支えた集落、奈良街道（龍田街道）と呼ばれた旧街道に沿って形成された集落のほか、農家集落が多数点在しています。
・伝統的住宅地においては、和風の木造住宅が建ち並び、田園景観と調和した美しい集落景観を形成しています。
・既存の住宅のうち、歴史的価値のある住宅は貴重な文化財として保存をはかるとともに、新築や建替え等に際しては、周辺の町並みとの調和をはかります。
・伝統的住宅地の町並み・集落景観を守りながら、必要な生活基盤の整備をすすめることにより、防災機能を高め、住環境の向上をはかります。

② 低層住宅地
・低層住宅地は、昭和30年代後半から昭和40年代前半にかけて、龍田北や龍田西などの丘陵部、また、興留など鉄道の沿線附近の平野部において民間事業者により、まとまった規模で開発された低層の戸建を中心とする住宅地です。宅地規模、住宅規模ともに比較的大きく、道路等生活基盤が整った斑鳩町の代表的な住宅地といえますが、開発後50年以上が経過し、居住者の高齢化や空き家化がすすみ、住宅地としての活力が低下しつつあります。
・小規模な住宅開発等により敷地が細分化され、地区環境が悪化することを防ぐため、住民との協力により必要に応じて地区計画や建築協定などの活用をはかります。
・歩いてくらせる住宅地をめざして、身近な生活サービスを充実させるとともに、若い世代の定住を促進するため、住環境の維持・改善をはかります。

③ 一般市街地住宅地
・近年、市街化区域内では小規模な住宅開発がすすむとともに、幹線道路沿道には、マンションが立地するなど多様な住宅が小さい単位で混在する一般市街地住宅地を形成しています。
・一般市街地住宅地では生活基盤の整備とあわせて、日照や斑鳩らしい景観に配慮した低中層の良好な住宅地の形成をはかります。
・JR法隆寺駅周辺については、斑鳩の里の玄関口として、景観計画における重点景観形成区域に位置づけ、魅力ある市街地景観の形成をはかります。


（２）商業･業務地の整備方針
・本町の商業集積は、幹線道路沿道や法隆寺周辺、JR法隆寺駅周辺にみられます。一方で、古くから栄えてきた並松商店街や龍田商店街は、商店街としての連続性を失い、機能が低下しています。
・法隆寺周辺地区については、歴史的風致維持向上計画を活用し歴史的風致を維持しつつ、特別用途地区の指定やまちなか観光の振興により商業施設の立地誘導をはかります。
・JR法隆寺駅周辺整備などの進捗にともない、県とも連携し、都市計画の見直しなど多様な市街地整備の手法を検討し、商業施設の計画的な立地誘導をはかります。
・幹線道路においては、周辺の土地利用との調和に配慮しながら、多様化する消費者ニーズに対応した利便性の高い商業施設の計画的な立地誘導をはかります。
・主要拠点であるJR法隆寺駅周辺地区と法隆寺周辺地区とを結ぶ道については、歩いて楽しむことができる魅力的な商業施設の立地誘導をはかります。
・既存商店街は、空き店舗等を活用した魅力ある店舗の誘致をすすめるなど、それぞれの地域特性を生かしたにぎわいのある商店街の形成をはかります。

（３）工業地の整備方針
・本町の工業地は、東部の準工業地域内において集積が見られますが、積極的な工業誘致は行ってきていません。今後も、新しい工業立地は、原則として準工業地域内に限ることとし、町内に点在する既存の工業地については、周辺の景観や生活環境との調和をはかります。
・準工業地域内の工業地については、敷地内の緑化をすすめるなど、良好な生産環境の整備をはかります。
・市街化調整区域内の既存工業地については、周辺の農地など自然環境と調和がとれた生産環境の整備をはかります。
・市街地の中で工住混在型土地利用がはかられているところについては、住環境を重視した生産環境の整備をはかります。



３．道路・交通体系整備の方針
（１）基本的考え方
・本町の交通体系は、本町唯一の鉄道駅であるJR法隆寺駅と、本町の南に位置している西名阪自動車道の法隆寺インターチェンジにより、広域と結ばれています。また、隣接市町へは、主に国道や県道によりつながっていますが、特に国道25号は、朝夕の通勤ラッシュ時や観光シーズン時には交通渋滞が常態化しており、通過交通が住宅地内へ流入している状況です。こうしたことをふまえ、車、自転車、歩行者が、安全で快適に通行できるよう道路等の都市基盤の整備をすすめます。
・道路・交通空間は、単なる移動のためだけではなく、斑鳩らしい景観を楽しみ、憩いを感じられる空間形成をはかることにより、ゆとりと豊かさを実感できるものとします。また、災害時には、避難路や緊急輸送路として、都市の防災性を高める役割を重視して整備をすすめます。
・子ども、高齢者、障害のある人など、誰もが安心して通行できるよう、歩道の確保や段差の解消といったバリアフリー化など、道路環境の整備に取り組みます。
・環境負荷の小さい低炭素都市づくりをすすめるため、住民や観光客が拠点間を自転車で、安全で快適に移動できる走行空間の確保に、関係機関と連携をはかりながら取り組みます。

（２）幹線道路の整備方針
・幹線道路として国道、県道（主要地方道）および都市計画道路を位置づけます。
・都市計画道路の整備をすすめることにより、幹線道路のネットワークを形成し、自動車による円滑な通行を確保するとともに、住宅地内への通過交通の流入を減らすことにより生活道路の安全性を高めます。
・国道や県道については、安全性や快適性を高めるため、改良を関係機関に要望するとともに、都市計画道路の整備と連動し、長期的な交通安全対策をすすめます。
・いかるがパークウェイについては、早期の全線供用開始にむけ、取組みをすすめるとともに、歴史・文化のまちに調和した「いかるがらしい新しいみちづくり」をめざして、斑鳩の景観と調和した道路として、整備をはかります。
・JR法隆寺駅周辺のアクセス道路の整備をすすめ、交通拠点としての機能の強化をはかります。
・その他の未整備の都市計画道路については、近隣市町域を含む幹線道路の整備状況を踏まえて、見直しや優先順位を含め、事業化を検討します。



◆幹線道路
	路線名
	計画幅員
基本幅員

	現況幅員
	整備状況

	東西
	1. 国道25号
（一部都市計画道路法隆寺線）
	―
（16ｍ）
	9m
	一部交通安全対策整備

	
	2.いかるがパークウェイ
（都市計画道路郡山斑鳩王寺線）
	22m
	―
	一部整備済

	
	3.都市計画道路安堵王寺線
	16m
	―
	未整備

	南北
	1.県道大和高田斑鳩線
	―
	12m
	整備済

	
	2.県道奈良大和郡山斑鳩線
	―
	12m
	整備済

	
	3.国道168号
	―
	6m
	整備済

	
	4.都市計画道路法隆寺線
	16m
	―
	一部整備済

	
	5.都市計画道路法隆寺門前線
	52m
	52m
	整備済



	名	称
	面	積
	整備状況

	駅前広場（JR法隆寺駅南口）
	未定
	一部整備済



（３）主要区画道路の整備方針
・地区レベルにおいて、幹線道路を補完する役割を果たす主要な県道や町道を主要区画道路として位置づけます。
・都市計画道路の整備の進捗にあわせ、ネットワークを形成するよう、主要区画道路の整備をすすめます。
・歴史・自然散策の道と重なるところでは、歩道の設置などにより、歩行者や自転車の安全の確保をはかるとともに、景観に配慮した整備を行います。
・幹線道路との接続部分や住宅地内などにおいては、カーブミラーなど交通安全施設の整備を積極的にすすめ、通行の安全を確保します。

（４）法隆寺とJR法隆寺駅をつなぐ道の整備方針
・JR法隆寺駅から法隆寺へいざなう歩行者や自転車のためのルートとして沿道を含め、もてなしの道にふさわしい景観の形成に取り組みます。



（５）旧街道の整備方針
・旧街道は、奈良街道のうち、かつての宿場町として当時の町並みが残る龍田、商店街としてにぎわいを見せた並松の間の沿道に点在している歴史的な資源を生かし、歩いてまちなか観光を楽しむことができるよう沿道を含めた環境整備をすすめます。

（６）歴史・自然散策の道の整備方針
・歴史・自然散策の道は、地域住民や来訪者が、斑鳩の歴史や自然を楽しみながら、自転車や歩いて散策できる道であり、歴史街道ネットワークとして位置づけられている6ルートを基本とし、歴史・自然拠点や生活・文化拠点をつなぎます。
・これまで、歴史街道ネットワークの6ルートについては、自然色舗装や観光案内サイン整備、ポケットパークの設置をすすめてきましたが、今後も引き続き、これらの取組みを行うことにより、利用しやすいルートの整備をすすめます。
・主要区画道路と歴史・自然散策の道が重なる区間では、歩道の設置などにより、歩行者・自転車の安全を確保します。

（７）公共交通の整備方針
・JR法隆寺駅周辺は町内の公共交通の拠点として、結節機能を強化するため、バリアフリー化をはかります。
・コミュニティバスの充実をはかるなど、地域公共交通を確保するとともに、バス交通については、関係機関と連携し、ルートの検討や本数の増発、運行方法の提供など、利便性の向上に努めます。
・観光用の駐車場など、観光バス・マイカーによる来訪者への交通サービス機能の維持改善をはかります。
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◆道路ネットワーク








[image: ]◆歴史・自然散策の道（歴史街道散策ルート）








４．都市施設整備の方針
公園・緑地、上下水道など都市施設整備の方針を定めます。

（１）公園・緑地の整備方針
・公園・緑地については、歴史環境と自然環境に恵まれた本町の特性を生かした整備をすすめます。
・公園・緑地は、歴史・自然拠点として歴史・自然散策の道で結び、地域住民や来訪者が斑鳩の歴史や自然を楽しめる環境づくりに努めます。
・身近な地域における子どもの遊び場や高齢者の憩いの場として、安全で快適に利用ができるよう、既存の公園や子どもの広場の適正な維持管理に努めます。
・花と緑あふれる潤いのある地域づくりにむけ、道路や河川、公共施設や住宅地において、その景観や機能に応じた植物の種類や手法を選択し、住民と行政が一体となった緑化をすすめます。

◆公園・広場一覧
	類	型
	名	称
	面積又は箇所数
	備	考

	1．都市緑地
	竜田川緑地
	14.0ha
	

	
	大和川第一緑地
	29.4ha
	

	2．ため池周辺
	斑鳩ため池周辺
	―
	

	
	天満池周辺
	―
	

	3．史跡・公園
	史跡藤ノ木古墳
	0.4ha
	

	
	上宮遺跡公園
	0.6ha
	

	
	史跡中宮寺跡歴史公園
	2.8ha
	

	4．広場
	法隆寺門前広場
	0.5ha
	

	5．その他都市公園・子どもの広場
	1000㎡以上
	5箇所
	

	
	500～1000㎡
	7箇所
	

	
	500㎡未満
	42箇所
	






（２）上下水道の整備方針
① 上水道
・現状の水道資産を有効に活用し、効率的で持続可能な水道事業の運営に努めます。
・老朽化した水道施設の整備や更新を計画的にすすめ、安定した水道供給体制の確立に努め ます。
・管路情報システムの整備を行うなど、災害や排水管事故に対し迅速かつ的確に対応できる 体制づくりに努めます。

② 下水道
・本町の公共下水道事業計画として、全体事業区域のうち、市街化区域全体と市街化調整区域の一部が都市計画決定されています。財政の状況や事業効果等をふまえながら、計画的 かつ効率的に人口密集地域等を中心とした面整備をすすめ、未普及解消にむけて取り組み ます。
・下水道整備を促進するため、道路整備など他の事業との調整を密にし、関連事業との一体化をはかります。
・公共下水道の利便性や必要性を町ホームページや啓発チラシの戸別配布により情報提供を 行い、下水道への接続家屋を増加させ水洗化の促進に取り組みます。
・公共下水道施設の整備に伴い、施設の情報提供や適切な維持管理を目的とした施設管理台帳システムの整備・更新をすすめます。
・都市下水路の機能を確保するために、施設の更新・改築を計画的にすすめます。
・近年の宅地化の進展、急激な気象状況の変化にともなう集中豪雨などによる雨水排水対策を計画的にすすめます。

（３）その他の都市施設の整備方針
・河川・ため池の整備にあたっては、安全性や親水性に配慮して、自然護岸の回復など環境や景観に配慮した整備をすすめます。
・ごみ焼却施設については、施設の老朽化のため解体し、焼却処理を民間業者に委託しており、今後、ごみ処理広域化を含め、より安定した処理方法の検討をすすめます。
・し尿処理施設については、適正な維持管理を行うとともに、脱水汚泥の肥料化に努めます。




５．景観形成の方針
本町においては、歴史的な景観と田園風景、そして背後の矢田丘陵の山並みが一体となった「斑鳩の里」と称される美しい景観を見ることができます。
しかし近年、幹線道路沿いでは周辺の景観と不調和な外観や色彩の建築物や屋外広告物が見受けられるとともに、建替等がすすみ、歴史的な町並みが失われつつあります。
こうした中、本計画においても、景観法に基づき策定した「斑鳩町景観計画」、歴史まちづくり法に基づき策定した「歴史的風致維持向上計画」の方針に即したまちづくりをすすめます。

（１）自然景観の保全
・本町の地形は、北部の山林部、中央部の丘陵部、南部の平野部に区分され、斑鳩の里の背景となる緑豊かな山林、河川やため池の水辺景観など、美しい自然景観が形成されています。
・山林部は、各種法規制に基づき、自然環境の維持・保全をはかります。
・河川やため池の水辺景観を楽しめるように、公園・緑地や散策ルートなどを設け、水辺に近づき自然と親しめる整備をすすめるとともに、水辺環境の保全活動団体の育成をはかります。
・自然景観への関心を高めるため、拠点間を歴史・自然散策の道で結び、地域住民や来訪者が自然を楽しみ、体験する機会を創り出します。

（２）田園景観の保全
・本町では、丘陵部に見られる棚田や、大和川や富雄川などの河川に沿って整然と区画された水田のほか、畑や果樹園など多彩な田園景観が形成されています。
・市街化調整区域の農地については、農業振興地域として農業施策との連携をはかりながら農地の保全をはかります。
・農業の担い手の育成や営農環境の整備をすすめ、農業の維持・継承をはかるなど田園景観の保全にむけた取組みをすすめます。




（３）歴史景観の保全
・本町には、世界遺産に登録されている法隆寺や法起寺のほか、法輪寺や中宮寺など歴史のある社寺や史跡が数多く点在しています。また社寺の周辺には、瓦屋根や土塀が特徴的な住宅が建ち並ぶ伝統的な集落が位置しており、歴史景観が形成されています。
・古都保存法や斑鳩町風致地区条例などに基づく各種法規制を活用することにより、歴史景観の保全をはかります。
・歴史的な建築物の保存・修景のほか、電柱類景観改善事業などをすすめることにより、歴史景観の保全をはかります。

（４）市街地景観の形成
・大規模な建築物や工作物の意匠・色彩に関して、景観形成基準を設けることにより、斑鳩の里の景観との調和をはかります。
・JR法隆寺駅周辺については、景観計画における重点景観形成区域に位置づけるとともに、アクセス道路の整備などにあわせ、電柱類景観改善事業をすすめるなど斑鳩の里に玄関口としてふさわしい景観形成をはかります。
・住民との協力により必要に応じて地区計画や建築協定、景観協定などを活用することにより、地域の特性に応じた良好な住宅地景観の形成をはかります。
・公共空地などを生かし、緑化を行うことにより、潤いのある市街地景観をつくりだします。

（５）沿道景観の誘導
・幹線道路沿道はロードサイド型の商業・業務施設の立地がすすみ、周辺環境に調和しない外観や色彩の建築物や工作物、屋外広告物などが斑鳩の里の景観を乱しています。
・沿道に新しく立地するものについては、景観計画や奈良県屋外広告物条例などの基準に沿って、斑鳩の里にふさわしい落ち着きのある景観の形成にむけ、誘導をはかるとともに、既存のものについても、基準に合わせるよう協力を求めます。
・法隆寺門前線や国道25号の法隆寺付近は、多くの観光客が行き交う道路であり、歴史景観と調和するにぎわいのある沿道景観形成をはかります。
・いかるがパークウェイをはじめ、新たに整備する幹線道路の沿道については、地域の特性に応じ、路線ごとに定めている沿道景観形成基準により、良好な景観形成をはかります。



[image: ]◆景観構造図








６．都市防災の方針
（１）まちの防災機能の強化
・斑鳩町地域防災計画に基づき、避難場所や防災空間を確保するとともに、避難ルートの確保や災害対策活動の円滑化、自主防災組織の育成をはかるなど災害対策の充実に努めます。
・災害発生時の緊急輸送路として、救助・救急、医療、消火及び緊急物資の供給を迅速かつ的確に実施するため、幹線道路や主要区画道路の整備をすすめ、道路ネットワークの形成をはかります。
・既成市街地やその周辺での無秩序な市街化を防止し、都市基盤の整った計画的開発をすすめます。
・公園・緑地、道路、河川等の都市基盤施設は災害時における避難地、避難路であり、火災の延焼防止のためのオープンスペースであるとともに、応急救助活動、応急物資集積の基地として利用できる防災上重要な施設であるため、都市基盤施設の防災機能を強化します。
・消火活動を円滑に遂行できるよう、消火栓や防火水槽等の設置を計画的にすすめるなど有効水利の確保をはかるとともに、家屋が密集している地区については、防火地域や準防火地域の指定を行い、延焼拡大の防止に努めます。

（２）地震被害対策
・本町では、安全で安心してくらせるまちづくりをめざし、大地震による住宅・建築物の倒壊等による被害を最小限に留めることを目的として、斑鳩町耐震改修促進計画を策定しており、新耐震基準施行以前（1981（昭和56年）以前）に建てられた住宅や建築物の耐震診断及び耐震改修の実施を促進し、既存建築物の耐震化をすすめます。
・町有建築物については、施設の性質をふまえながら、老朽化する施設の管理方法を検討します。
・震災時における広域救急・緊急輸送路を確保するため、幹線道路の整備を促進するとともに、道路を閉塞する可能性のある沿道の建築物の耐震化をはかります。また、橋梁や擁壁などの関連構造物については、必要に応じて補強を行うなど耐震性の強化に取り組みます。

（３）水害予防対策
・大和川流域総合治水対策として、奈良県や流域市町村と連携し、浸水被害の軽減にむけた対策手法などの検討に取り組みます。
・町内河川の改修やしゅんせつをすすめるとともに、集中豪雨などに備えて、浸水対策基本計画に基づき、町内の浸水状況をふまえて着実に対策を行います。
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◆災害避難場所等の分布
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歳以上の方

介護を要する方

上記の家族がいない世帯及び無回答

平成
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年度調査（回答数

=813

） 平成

27

年度調査（回答数

=757

）
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持ち家（一戸建） 持ち家（共同住宅） 賃貸住宅（一戸建）

賃貸住宅（共同住宅） 社宅・寮 その他

無回答
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=757

）
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住みよい どちらかというと住みよい

どちらかというと住みにくい 住みにくい

どちらともいえない 無回答
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回答者数 =

平成30年度調査 813

平成27年度調査 757
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これからも斑鳩町に住み続けたい 町外に引越す予定がある

引越す予定はないが、引越したい わからない

無回答
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回答者数 =

平成30年度調査 813

平成27年度調査 757
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医療施設が充実している

各種検診や健康診査など
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子育てをしやすい

買物など日常生活が便利

都市基盤が整っている

通勤・通学など交通の便が良い

行政サービスが充実している

公共施設が充実している

子どもの教育環境が良い

防犯や防災の面で安心できる

地域コミュニティが良い

学校や仕事、家族の都合

住みなれていて愛着がある

その他

無回答
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=547
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各種検診や健康診査など

保健事業が充実していない

子育てをしにくい
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都市基盤が整っていない

通勤・通学など交通の便が良くない

行政サービスが充実していない

公共施設が充実していない

子どもの教育環境が良くない

防犯や防災の面で安心できない

地域コミュニティが良くない

学校や仕事、家族の都合

愛着がない

その他

無回答
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平均0.63
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満足度

平均0.63

重要度

平均1.68
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満足 やや満足 ふつう やや不満 不満 無回答
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回答者数 = 813

①幹線道路（国道・県道など）の

　 整備

②生活道路（居住地周辺の身近な

　 道路）の整備

③既存道路の維持・補修

④歩道の確保や段差の解消

⑤コミュニティバスの運行
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高い やや高い ふつう やや低い 低い 無回答
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回答者数 = 813

①幹線道路（国道・県道など）の

　 整備

②生活道路（居住地周辺の身近な

　 道路）の整備

③既存道路の維持・補修

④歩道の確保や段差の解消

⑤コミュニティバスの運行
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回答者数 = 813

①生活基盤の整備や快適に暮らせ

　 るような住宅地・市街地の環境

　 整備

②子どもの遊び場や高齢者の憩い

　 の場としての公園の充実

③ＪＲ法隆寺駅周辺、法隆寺周辺

　 地区などの拠点機能の強化

0.7
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3.9
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5.3

12.2

12.9

8.4

8.1
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回答者数 = 813

①生活基盤の整備や快適に暮らせ

　 るような住宅地・市街地の環境

　 整備

②子どもの遊び場や高齢者の憩い

　 の場としての公園の充実

③ＪＲ法隆寺駅周辺、法隆寺周辺

　 地区などの拠点機能の強化

18.6

24.4

25.6

34.2

31.9

31.9

32.2

27.9

26.8

2.0

3.1

2.1

0.7
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12.2
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image60.emf
回答者数 = 813 ％

中心商業地の活性化

地域に密着した商店の育成、地

元店舗の共同化、活性化

郊外における大型店の誘致

幹線道路沿道における沿道

サービス系商業施設の誘致

駐車場の確保

現在のままでよい

その他

無回答

36.8

46.5

24.1

39.7

26.8

8.7

1.2

7.1

0 20 40 60 80 100


image61.emf
回答者数 = 813 ％

新しい住宅地の開発

既存住宅地の居住環境の向上

農村集落地の居住環境の向上

密集住宅地の解消、災害に強

いまちづくり

高齢者、障害のある人に配慮し

た住宅地の形成

中高層住宅地の充実

景観に配慮した住宅地の形成

まちのにぎわい

現在のままでよい

その他

無回答

11.3

37.8

9.8

39.4

34.7

5.0

39.5

25.8

5.0

3.1

5.2

0 20 40 60 80 100


image62.emf
回答者数 = 813 ％

既存工業の活性化

新たな工業団地の整備、集団

化の促進

企業誘致の推進

住宅と工場の混在の解消

緑化の推進など周辺環境との

調和

現在のままでよい

その他

無回答

26.1

13.7

22.0

24.7

45.8

18.8

0.9

9.2

0 20 40 60 80 100
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回答者数 = 813 ％

農地の積極的な保全

農業基盤の整備

立地条件に合わせ住宅地や工

業地・商業地等に転用

現在のままでよい

その他

無回答

36.8

36.0

26.3

22.0

1.8

11.1

0 20 40 60 80 100


image64.emf
回答者数 = 813 ％

公園や子どもの遊び場の整備

避難場所となる防災公園の整

備

自然環境の保全

親水空間の整備

現在のままでよい

その他

無回答

55.7

49.0

48.5

10.1

7.9

1.2

5.5

0 20 40 60 80 100


image65.emf
回答者数 = 813 ％

生活道路の整備

幹線道路の整備

歩道や交通安全施設（照明、ミ

ラーなど）の整備

鉄道の利便性向上

バスの利便性向上

街路樹や歩道の舗装など景観

に配慮した美しい道路の整備

ユニバーサルデザインやバリア

フリーへの配慮

現在のままでよい

その他

無回答

53.3

32.7

50.9

12.5

25.1

30.3

18.8

2.2

2.2

4.2

0 20 40 60 80 100


image66.emf
回答者数 = 813 ％

開発の抑制

商業系施設などの誘致

工業系施設などの誘致

住宅開発

現在のままでよい

その他

無回答

17.2
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9.5
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回答者数 = 813 ％

法隆寺周辺のマルシェ･ ｉセン

ター･ レンタサイクル基地など

観光施設の整備

法隆寺周辺への宿泊施設の誘

致

法隆寺周辺の電柱、電線類の

景観改善や道路美装化

法隆寺周辺の建造物の修景整

備に対する助成

斑鳩ブランド( 農作物･ グッズ･

グルメ･ 書籍など) のＰＲ･ 販売

歴史資源( 史跡･ 寺社) を活用

したイベントの開催

幹線道路からＪＲ法隆寺駅まで

のアクセスの強化

ＪＲ法隆寺駅前における都市機

能( 商業･ 子育て支援など) の

集積

ＪＲ法隆寺駅周辺の空き家活用

浸水被害防止のための三代川

の改修

ＪＲ法隆寺駅から法隆寺までの

歩行者ルートの設定、案内看板

の設置

ＪＲ法隆寺駅～法隆寺～法起

寺･ 法輪寺の回遊性の改善

奈良市内( 奈良公園･ 平城宮

跡･ 西ノ京他) などとの連携を

踏まえた、自転車道の整備

奈良公園から法隆寺までのバ

ス路線など、広域交通アクセス

の強化

その他

無回答
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（単位：人）

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年

27,303 26,535 25,512 24,276 22,921 21,602 20,419 19,335 18,240 17,087 15,930

27,303 26,535 25,565 24,836 24,083 23,396 22,833 22,348 21,850 21,273 20,674

0 53 561 1,163 1,794 2,414 3,013 3,610 4,185 4,744



趨勢人口

戦略人口

戦略効果（戦略人口-趨勢人口）
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